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で
も
関
連
ミ
ニ
展
示
を
開
催
し
た
▼
奇
し
く
も
国
東
半
島
の
文
化
財
は
、
昨

年
度
よ
り
新
規
指
定
が
続
い
て
い
る
。
平
成
29
年
度
の
「
天
念
寺
耶
馬
及
び

無
動
寺
耶
馬
」
に
続
き
、
今
年
度
「
中
山
仙
境
（
夷
谷
）」
と
「
文
殊
耶
馬
」

が
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
豊
後
高
田
市
・
国
東
市
の
「
鬼
が
仏
に
な
っ
た

里
く
に
さ
き
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
▼
日
本
遺
産
と
は
、
２
０
１
５

年
度
に
文
化
庁
が
始
め
た
新
し
い
制
度
で
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
財
を
観
光

資
源
と
し
て
活
用
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
大
分
県
内
で
は
日
田
市
の
咸
宜

園
、
中
津
市
・
玖
珠
町
の
耶
馬
渓
に
次
い
で
の
３
件
目
と
な
っ
た
▼
今
回
の

認
定
は
、
関
係
市
町
村
の
尽
力
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
が
、
六
郷
満
山
の
若

い
僧
侶
が
取
り
組
ん
で
い
る
バ
ス
ツ
ア
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
ど
の
各
種
活
動
の
評
価
が
追
い
風
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
中
で
も
、
前
行
入
寺
住
職
、
隈
井
修
道
氏
の
業
績
は
大
き
か
っ

た
。
氏
は
、
先
に
あ
げ
た
各
種
事
業
に
参
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
六
郷
満
山

の
歴
史
考
証
に
取
組
ま
れ
て
い
た
。特
に
所
在
地
不
明
の
霊
場
探
索
の
た
め
、

国
東
の
山
谷
を
か
け
め
ぐ
る
な
ど
積
極
的
に
取
組
ま
れ
、
つ
い
に
昨
年
４
月

に
江
戸
時
代
か
ら
中
断
し
て
い
た
百
八
十
三
霊
場
峰
入
り
を
復
興
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
本
年
２
月
に
四
十
代
半
ば
の
若
さ
で
急

逝
さ
れ
た
。
今
後
の
活
躍
が
嘱
望
さ
れ
た
中
で
の
訃
報
で
あ
り
、
大
変
残
念

あ
り
、
今
は
冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
る
▼
大
分
合
同
新
聞
で
は
、『
国
東
半

島
六
郷
満
山
１
３
０
０
年
霊
場
ひ
と
物
語
』
と
題
し
、
隈
井
氏
と
と
も
に
六

郷
満
山
に
関
わ
っ
て
い
た
人
々
の
紹
介
を
随
時
掲
載
中
で
あ
る
。
是
非
ご
一

読
さ
れ
て
は
如
何
だ
ろ
う
か
。

平
成
三
十
年
は
、
六
郷
満
山
が
創
建
さ
れ
て
千
三
百
年
目
に

あ
た
り
、
関
係
６
市
町
村
で
は
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
国
民

文
化
祭
事
業
に
取
り
組
ん
で
る
。
現
在
、
大
分
県
立
博
物
館

で
「
宇
佐
宮
と
国
東
の
み
仏
」
展
が
会
期
中
で
あ
り
、
本
館

六
郷
満
山
開
山
千
三
百
年
に
思
う
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【
今
月
の
一
句
】

花
火
な
し
厨
の
芋
の
う
す
赤
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
光
利
一
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郷
土
ス
ペ
ー
ス
通
信
２
３
１

　

本
誌
は
、
西
日
本
図
書
館
学
会
大
分

県
支
部
の
会
報
。内
容
は
、巻
頭
言「「
読

む
」
か
ら
「
○
○
」
へ
」
中
島
誠
氏
（
大

分
県
支
部
長
）
の
ほ
か
、
宇
佐
市
院
内

町
で
私
設
図
書
館
「
院
内
石
橋
ゆ
め
本

の
蔵
」
を
開
設
し
、
今
年
度
か
ら
当
館

で
実
施
し
て
い
る
古
典
講
座
の
講
師
を

つ
と
め
る
岩
本
紘
一
氏
の
「
読
者
論
で

読
み
親
し
む
『
平
家
物
語
』　

第
６
巻

は
物
語
前
半
の
頂
上
で
あ
っ
た
！
」
な

ど
計
７
本
の
レ
ポ
ー
ト
を
収
録
。

　
「
公
立
図
書
館
に
お
け
る
ブ
ラ
ウ
ズ

リ
ー
ダ
に
よ
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
支

援
の
７
年
間
」
佐
藤
慶
三
氏
（
大
分
大

学
理
工
学
部
助
教
）
に
は
、
宇
佐
市
民

図
書
館
で
の
調
査
結
果
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。　
（
A4
判
・
37
㌻
・
非
売
品
）

『
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
』
第
15
集

　

西
日
本
図
書
館
学
会
大
分
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
８･

３　

宇
佐
市
民
図
書
館
の

　
　
　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

６
月
23
日
（
土
）
に
児
童
文
学
評
論
家
・
赤
木
か
ん
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、「
子
ど
も
が
読
み
た
く
な
る
環
境
づ
く
り
」
と
題
し
、
講
演
会
と
司
書
向
け

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
壇
上
に
本
棚
を
上
げ
、
お
す
す
め
の
本
を
紹

介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
以
下
、
講
演
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
科
学
技
術
が
発
達
す
る
と
、
世
界
が
変
わ
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
登
場

し
、
印
刷
技
術
が
発
達
し
、
本
や
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル

セ
ン
ス
が
上
が
っ
た
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
昔
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
本
は
読
め
ま

せ
ん
。

◆
小
学
校
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
の
は
、
男
の
子
の
読
み
物
で
す
。
で
も
、
物

語
だ
け
が
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
モ
ノ
づ
く
り
の
国
で
あ
り
、
科
学
技

術
の
本
を
読
み
た
い
、
と
い
う
子
ど
も
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
た
ち
が
接
す
る
学
校
な
ど
の
図
書
館
に
、
昔
の
情
報
の
本
は
置
い
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
な
ら
、「
読
め
る
」
本
を
揃
え

て
欲
し
い
。
大
人
は
、
子
ど
も
に
ち
ゃ
ん
と
紹
介
し
て
（
読
ん
で
）
あ
げ
て
ほ

し
い
。

◇
感
想
か
ら
◇

　

子
ど
も
が
読
み
た
が
っ
て

い
る
本
と
、
私
の
感
覚
で
面

白
い
と
思
っ
て
い
る
本
が
、

い
か
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
か

気
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
を

本
日
実
感
し
ま
し
た
。
月
１

回
小
学
校
で
本
を
読
み
聞
か

せ
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
本
選
び
の
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

講演風景

　

宇
佐
市
民
図
書
館
は
、
本
年
で
開
館
20

年
が
経
過
し
、
こ
れ
に
伴
い
各
種
設
備
の

老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
環
境
省
の
補
助

金
を
活
用
し
て
空
調
・
照
明
設
備
等
の
改

修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
工
事
に
伴
う
休
館
の
日
程
は
左
の
と

お
り
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
御
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
休
館
期
間
】

第
１
期
：
本
館
の
み

　

平
成
30
年
９
月
18
日
（
火
）

〜　

平
成
30
年
10
月
15
日
（
月
）

第
２
期
：
本
館
・
院
内
分
館
・
安
心
院
分

館
・
自
動
車
図
書
館

　

平
成
30
年
11
月
26
日
（
月
）

〜　

平
成
30
年
12
月
14
日
（
月
）

※
な
お
、
本
年
度
９
月
以
降
の
自
動
車
図

書
館
の
運
行
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
号
の
「
み
ん
と
８
月
号
」
の
紙
面
に

て
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
ど
も
が
読
み
た
く
な
る
環
境
づ
く
り
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こ
ど
も
ス
ペ
ー
ス
だ
よ
り
２
２
９

図
書
館
の
中
に
も
、

　
　

七
夕
飾
り
が
登
場
し
ま
し
た
。

特
集
展
示
架
は【

星
と
七
夕
】
で
す
。

絵
本
展
示
架
は

【
子
ど
も
の
本
総
選
挙
ベ
ス
ト
１
０
０
】　

で
す
。

◇
お
て
が
み
あ
り
が
と
う
◇

　

い
ろ
ん
な
え
ほ
ん
が
あ
っ
て

　

た
の
し
か
っ
た
で
す
。

◇
図
書
館
か
ら
◇

今
月
は
人
気
が
あ
る

子
ど
も
の
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

グ
ッ
ズ
を
も
ら
お
う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

要
申
込
！
夏
の
教
室

　

７
／
21
～
８
／
31
の
期
間
中
に
、
宇
佐
市
民
図
書
館
の

本
館
・
安
心
院
分
館
・
院
内
分
館
で
本
な
ど
を
借
り
る
と
、

ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。

　

全
館
分
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
グ
ッ
ズ
を
も
ら
え

ま
す
。
グ
ッ
ズ
が
無
く
な
り
次
第
終
了
で
す
の
で
、
お
早

目
に
。

８
月
23
日
（
木)

「
オ
カ
リ
ナ
ち
ゃ
ん

（
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
を
使
っ

た
笛
）」
作
り

児
童
文
学
と
科
学
読
物
の
会

に
よ
る
科
学
遊
び
と
工
作　
　
　

　

参
加
費
：
無
料

　

対　

象
：
小
１
～
小
６

　

定　

員
：
25
名

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
、
視
聴
覚
ホ
ー
ル

で
、
土
曜
日
は
子
ど
も
向
け
、
日
曜
日
は
大
人
向
け
の
映

画
等
の
上
映
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
水
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら

も
子
ど
も
向
け
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

全
て
入
場
料
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

一
日
図
書
館
員
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
５
年
生
を
対
象
に

カ
ウ
ン
タ
ー
で
図
書
館
員
体
験
や
、
館
内
探
検
を
お
こ
な

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
日
図
書
館
員

夏
休
み
上
映
会

宇 佐 市 民 図 書 館 の 夏 休 み
８
月
24
日
（
金
）

「
ス
ラ
イ
ド
本
た
て
」
作
り

　
　
　
　

参
加
費　

：　

８
０
０
円

　
　
　
　

対　

象　

：　

小
３
～
小
６

　
　
　
　

定　

員　

：　

16
名

　
　
　
　

協　

力　

：　

グ
ッ
デ
ィ
宇
佐
店

※
共
に
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

（
定
員
に
達
し
ま
し
た
ら
、
募
集
は
締
め
切
り
ま
す
。）
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み
ん
た
び
ゅ
ー
77

～
古
文
書
は
国
民
の
財
産
～

29
年
度
か
ら
「
中
世
文
書
」
に
加
え
「
近
世
文
書
」
の
講
師
も
引
き
受

け
て
く
だ
さ
っ
た
乙
咩
さ
ん
。
こ
の
機
会
に
、古
文
書
と
の
出
会
い
や
、

過
去
の
調
査
に
つ
い
て
、
古
文
書
へ
の
思
い
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

大
学
二
年
の
夏
、
近
世
史
の
集
中
講
義

を
受
講
し
ま
し
た
。
講
義
は
古
文
書
を
読

む
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
文
字
が

読
め
な
く
て
外
国
語
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
昔
の

文
字
が
読
め
な
い
こ
と
に
愕
然
と
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

三
年
に
な
っ
て
、
恩
師
の
渡
辺
澄
夫
先

生
か
ら
古
文
書
学
を
学
び
ま
し
た
。
テ
キ

ス
ト
は
著
名
な
佐
藤
進
一
先
生
の
『
古
文

書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
で
、

中
世
文
書
（
和
風
漢
文
）
の
読
み
方
を
筆

記
す
る
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
。し
か
し
、

こ
の
講
義
は
と
て
も
面
白
く
、
も
っ
と
勉

強
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
、
市
教
育
委
員
会
文
化
財

係
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
、
市
文
化
財
調
査
委
員
で
古
文
書

研
究
者
の
中
山
重
記
先
生
と
知
り
合
い
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
、
先
生
は
『
四
日
市

村
年
代
記
』
を
校
訂
中
で
し
た
。
ま
た
、

翌
年
か
ら
渡
辺
先
生
が
主
宰
す
る
大
分
県

中
世
文
書
研
究
会
の
会
員
と
な
り
、
古
文

書
の
基
礎
知
識
と
、
崩
し
字
の
習
得
に
ひ

た
す
ら
専
念
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で

も
古
文
書
は
十
分
に
読
め
ま
せ
ん
。
一
生

勉
強
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

成
、
写
真
撮
影
と
い
う
、
一
連
の
古
文
書

整
理
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
県
下
で
市
独
自
の
古
文
書
調
査
の
例

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
八
面
山
総
合
調
査
・

田
染
荘
調
査
・
宇
佐
国
東
寺
院
資
料
調
査

な
ど
に
調
査
員
と
し
て
参
加
し
、古
文
書
・

古
記
録
の
調
査
を
行
う
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
特
に
、
荘
園
村
落
調
査
で

は
、
古
文
書
や
村
絵
図
等
の
調
査
や
、
地

名
の
掘
り
起
こ
し
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

宇
佐
市
に
こ
の
よ
う
な
調
査
方
法
を
導

昭
和
28
年

　
　

宇
佐
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
50
年
４
月

　
　

大
分
大
学
教
育
学
部
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
史
専
攻
）

昭
和
50
年
４
月

　
　

宇
佐
市
教
育
委
員
会
に
採
用

昭
和
53
年
７
月
か
ら

　
　

市
内
古
文
書
調
査
実
施

昭
和
58
年
７
月
15
日

　
　

宇
佐
神
宮
史
編
纂
協
力
委
員

昭
和
58
～
59
年
度

　
　

八
面
山
文
化
財
総
合
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
員

昭
和
59
年
５
月
13
日

　
　

大
分
県
地
方
史
研
究
会

　
　

研
究
奨
励
賞
（
渡
辺
賞
）
受
賞

昭
和
58
～
59
年
度

　
　

豊
後
国
田
染
荘
調
査　

調
査
員

昭
和
62
～
平
成
元
年
度

　
　

宇
佐
国
東
の
寺
院
と
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
員

昭
和
62
～
平
成
２
年
度

　
　

豊
後
国
都
甲
荘
調
査　

調
査
員

〈
乙お

と
め
ま
さ
み

咩
政
已
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

「
中
世
文
書
を
読
む
会
」「
近
世
文
書
を
読
む
会
」
の
講
師

　
　
宇
佐
市
文
化
財
調
査
委
員
　
乙
咩
政
已
さ
ん

本
格
的
な
古
文
書
調
査

　

昭
和
53
年
に
技
師
の
小
倉
正
五
さ
ん
か

ら
、
市
内
の
古
文
書
調
査
を
中
山
先
生
と

一
緒
に
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
７
月
か
ら
本
格
的
に
市
内
の
古

文
書
調
査
が
実
現
し
た
の
で
す
。
こ
の
調

査
で
古
文
書
の
整
理
、
古
文
書
目
録
の
作

古
文
書
と
の
出
会
い

古文書を読む会の講義風景
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昭
和
63
年　

　
　

薦
文
化
研
究
所　

研
究
員

平
成
５
～
７
年
度

　
　

豊
後
国
香
々
荘
調
査　

調
査
員

平
成
11
年
度

宇
佐
市
民
図
書
館
開
館
と
同
時
に

奉
仕
係
長
と
な
り
古
文
書
を
読
む

会
（
中
世
文
書
）
の
講
師
を
担
当

平
成
20
年
４
月

　
　

図
書
館
長

平
成
22
年
４
月

　
　

社
会
教
育
課
長

平
成
25
年
３
月

　
　

宇
佐
市
役
所
退
職

平
成
25
年
10
月

　
　

宇
佐
市
文
化
財
調
査
委
員

平
成
26
年
４
月

　
　

中
津
市
文
化
財
調
査
委
員

平
成
27
年
４
月

　
　

宇
佐
神
宮
宝
物
館

　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
研
究
委
員

平
成
29
年
４
月

　
　

古
文
書
を
読
む
会
の
講
師
に
復
帰

平
成
30
年
４
月

中
世
文
書
で
は
「
成
恒
文
書
」、

「
近
世
文
書
で
は
「
今
成
文
書
」

を
購
読
中

　

昭
和
60
年
よ
り
毎
年
、
市
は
三
和
酒
類

株
式
会
社
よ
り
寄
附
金
を
頂
い
て
い
ま

す
。三
和
文
庫
は
こ
の
寄
附
金
を
も
と
に
、

横
光
利
一
の
資
料
を
は
じ
め
、
二
日
市
文

書
・
今
永
文
書
・
荒
木
古
老
伝
・
宇
佐
神

宮
や
善
光
寺
な
ど
の
古
絵
図
等
の
、
多
く

の
貴
重
な
資
料
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
中
世
文
書
（
飯
田
文
書
）
や
、
宇

佐
宮
関
係
史
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

図
書
館
も
同
様
に
、
今
成
文
書
を
購
入

し
、
郷
土
史
料
の
流
失
を
く
い
と
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
郷
土
の
歴
史
を
解

明
す
る
上
で
最
も
重
要
な
素
材
で
す
。
三

和
文
庫
や
図
書
館
の
よ
う
に
、
郷
土
の
資

料
を
市
外
に
流
出
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
市

で
蒐
集
し
図
書
館
の
保
管
庫
（
空
調
完
備

施
設
）
に
保
存
す
る
と
い
う
体
制
が
で
き

て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
勿
論
、

古
文
書
は
既
に
整
理
・
目
録
化
も
さ
れ
て

お
り
、
現
在
、
写
真
撮
影
に
取
り
組
ん
で

ら
れ
が
ち
で
す
が
、
市
民
に
も
十
分
興
味

あ
る
内
容
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
第
二
火
曜
日
午
後

二
時
よ
り
近
世
文
書
、
第
四
火
曜
日
午
後

二
時
よ
り
中
世
文
書
を
読
ん
で
い
ま
す
。

古
文
書
を
読
み
郷
土
の
歴
史
を
研
究
し
た

い
方
は
、
是
非
と
も
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

入
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
市
で

は
大
規
模
圃
場
整
備
事
業
も
終
わ
り
に
近

く
、
水
田
一
枚
ご
と
の
地
名
の
収
集
は
無

理
だ
と
判
断
し
、
む
し
ろ
歴
史
資
料
と
し

て
旧
地
形
図
に
圃
場
整
備
前
の
小
字
名
と

そ
の
範
囲
を
記
録
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。そ
の
成
果
品
は
、図
書
館
郷
土
ス
ペ
ー

ス
の
地
図
棚
に
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
寺
社
絵
図
や
村
絵
図
に

つ
い
て
は
、
写
真
家
に
よ
る
本
格
的
な
写

真
撮
影
を
実
施
し
、
フ
ィ
ル
ム
を
資
料
と

し
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
に
よ
る
史
跡
保
存
事
業
と
同

様
に
、
以
上
の
取
り
組
み
も
ま
た
、
文
化

財
保
護
宣
言
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

講師の乙咩政已さん

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
か
つ
て
文
化
財
係
が

撮
影
し
た
古
文
書
や
絵
図
な
ど
の

フ
イ
ル
ム
も
、
全
て
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
古
文
書
・
古
記
録
な
ど

は
、
専
門
家
だ
け
の
も
の
と
考
え

古
文
書
の
蒐
集
・
保
存

今
後
の
課
題

　

古
文
書
調
査
で
は
、
時
々
古
文
書
に
カ

ビ
や
ネ
ズ
ミ
の
小
便
な
ど
が
付
き
、
汚
い

の
で
焼
い
た
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

古
文
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
文
化
財
係
か

図
書
館
に
連
絡
し
調
査
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
古
文
書
の
保
管
が
で
き
な
い
場

合
、
図
書
館
へ
の
寄
贈
・
寄
託
の
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

古
文
書
等
を
捨
て
る
こ
と
は
簡
単
で
す

が
、
何
百
年
も
保
存
さ
れ
つ
づ
け
た
古
文

書
は
家
宝
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
共
通

の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
再
度
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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知
る
と
楽
し
い
図
書
館
の
ミ
カ
タ

104

『
日
本
画
画
材
と

　
　
　
　

技
法
の
秘
伝
集
』

　

大
正
15
年
に
東
京
美
術
学
校
の
校
友

会
の
会
誌
の
附
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

『
丹
青
指
南
』。
著
者
は
幕
末
に
狩
野
派

で
学
ん
だ
絵
師
で
し
た
。
日
本
画
の
技

法
が
廃
れ
か
け
て
い
た
時
代
に
、「
後

輩
に
残
し
た
い
」
と
い
う
原
稿
を
基
に

し
た
本
で
し
た
。

　

大
分
県
出
身
の
高
山
辰
雄
氏
も
「
美

校
時
代
に
、
正
木
校
長
先
生
が
『
丹
青

指
南
』と
い
う
小
冊
子
を
く
だ
さ
っ
た
。

（
中
略
）
こ
の
本
は
、
僕
の
日
本
画
表

現
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
っ
た
こ
と
か
。」

（「
芸
術
新
潮
」
平
成
10
年
９
月
号
）
と

述
べ
て
い
る
と
あ
り
、
コ
ピ
ー
が
な
い

時
代
、
東
京
美
術
学
校
で
は
「
彩
色
虎

の
巻
」
と
さ
れ
て
い
て
、
学
生
た
ち
は

手
書
き
で
全
文
を
写
し
た
、
と
い
い
ま

す
。

　

様
々
な
人
が
伝
え
た
『
丹
青
指
南
』

な
ど
を
基
に
、「
秘
法
・
古
法
」
と
し

て
昔
の
や
り
方
や
、
現
在
の
技
法
も
写

真
を
多
用
し
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー

158

『
し
ば
し
と
ど
め
ん
北
斎
羽
衣
』

　
　
　
　
　
著
者
　
花
形
　
み
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
所
　
理
論
社

『
マ
ー
ベ
ル
・
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
事
典
』

　
著:

ア
ラ
ン
・
カ
ウ
シ
ル 

訳:

高
木
亮

発
行
所
小
学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

あ
る
夏
両
国
の
花
火
な
く

　
　

花
火
な
し
厨
の
芋
の
う
す
赤
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
光
利
一

人
の
好
み
に
依
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
佳
句
は
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
横
光
文

学
の
愛
好
者
も
、
一
般
俳
人
も
、
一
読
を
乞
う
に
価
す
る
だ
け
は
確
か
だ
。
敢
て
薦

め
る
。（
久
米
正
雄
）

横
光
利
一
の
句
集
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
横
光
句
を
毎
月
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

横
光
利
一
の
俳
句　

今
月
の
一
句
④

 

中
学
不
登
校
の
骨
董
画
商
店
の
一
人
息

子
の
僕
。
あ
る
日
、
そ
ん
な
僕
の
前
に
父

親
が「
葛
飾
北
斎
」だ
と
い
う
老
人
を
拾
っ

て
く
る
。江
戸
時
代
か
ら
や
っ
て
き
た「
北

斎
」
の
目
的
と
は
？　

　

映
画
に
も
な
っ
た
マ
ー
ベ
ル
コ
ミ
ッ
ク

の
人
気
作
品
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
。
シ
リ
ー

ズ
に
登
場
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
や
ヴ
ィ
ラ
ン
を

２
０
０
人
以
上
掲
載
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

紹
介
や
能
力
等
を
紹
介
す
る
。

み
ち
ょ
く
れ
宇
佐
の
宝

　
　
　
　
　
「
発
掘
さ
れ
た
文
化
財
」

会
期　

６
月
16
日（
土
）～
７
月
16
日（
月
）

主
催　

宇
佐
の
文
化
財
を
守
る
会

共
催　

宇
佐
市
教
育
委
員
会

　

古
墳
時
代
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、
駅

館
川
の
東
側
台
地
上
に
赤
塚
古
墳
を
は
じ

め
と
す
る
前
方
後
円
墳
群
（
川
部
・
高
森

古
墳
群
）
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
市
内

に
残
る
古
墳
時
代
の
遺
跡
を
紹
介
し
て
お

り
、
古
墳
だ
け
で
な
く
集
落
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
土
器
等
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（「
ご
あ
い
さ
つ
」よ
り
）

渡
綱
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
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ダ
イ
レ
ク
ト
出
版
（
株
）
西
鋭
夫
『
新
・

明
治
維
新
』
の
著
書
を
是
非
図
書
館
へ
導

入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
（
宇
佐
市
・
70
代
の
男
性
）

落
合
陽
一
さ
ん
の
本
を
置
い
て
く
だ
さ

い
。
研
究
者
や
科
学
者
に
な
り
た
い
学
生

は
皆
知
っ
て
る
人
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
宇
佐
市
・
男
子
高
校
生
）

け
っ
こ
う
本
が
あ
っ
て
う
れ
し
い
け
ど
、

ア
ニ
メ
系
の
本
が
少
し
少
な
い
と
思
っ

た
。
声
優
に
つ
い
て
の
本
が
増
え
た
ら
う

れ
し
い
。
黒
子
の
バ
ス
ケ
の
マ
ン
ガ
が
み

た
い
。　
　
（
宇
佐
市
・
女
子
中
学
生
）

図
書
館
か
ら

　

資
料
の
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
予

約
・
リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
」
に
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
必
要
な
方
に
確
実
に
資
料
を
お
届

け
す
る
た
め
、
お
名
前
と
連
絡
先
を
記
入

く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
ち
ら

か
ら
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
無

記
名
で
す
と
、
選
書
の
参
考
と
い
た
し
ま

す
が
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
上
野
千
鶴
子
さ
ん
の
本
」

「
地
震
防
災
の
本
」

「
赤
木
か
ん
こ
さ
ん
の
本
」

「
名
横
綱
双
葉
山
」

「
宇
佐
宮
と
国
東
の
み
仏
」

【
一　

般
】

本
館
６
月
の
特
集
展
示
（
過
去
分
）

「
背
す
じ
も
凍
る
話
」

「
音
楽
に
挑
戦
」

７
月
の
ヤ
ン
グ
特
集

７
月
の
安
心
院
分
館
ミ
ニ
展
示

７
月
の
院
内
分
館
ミ
ニ
展
示

【
図
書
】
第
一
生
命
財
団
、
由
布
市
教
育
委
員
会
、
歴
史
研
究
会
、
新
聞
通
信

調
査
会
、
現
代
書
林
、
学
研
プ
ラ
ス
、
農
林
水
産
省
、
鉄
道
貨
物
協
会
、
言
の

葉
協
会
、
福
岡
管
区
気
象
台
、
大
分
県
企
画
振
興
部
統
計
調
査
課
、
新
粥
俊
正
、

神
奈
川
大
学
、
大
銀
経
済
経
営
研
究
所
、
文
藝
春
秋
、
Ｕ
Ｔ
Ａ
ブ
ッ
ク
、
本
多

企
画
、
ご
ま
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渡綱記念ギャラリー展示

エントランス展示

講 座 案 内

〜古文書を読む会〜

〜平家物語を面白く読む会〜

〜宇佐おもしろ歴史文化講座〜

〜続・横光利一を読む会〜

上 映 会

◆子供向け（アニメなど）

◆一般向け（映画など）
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ほんの森号の時間帯
ほんの夢号の時間帯

① 10:20 〜 11:00 ② 13:00 〜 13:40 ③ 15:20 〜 16:00 
① 10:20 〜 11:00 ② 13:00 〜 13:40 

お は な し 会

７日（土）おはなしあのね　　28 日（土）図書館職員
25 日（水）もういいかい

＊一階・おはなしのへやで開催します。
＊参加は自由です（無料）。＊いずれも 11:00 〜 11:30

みちょくれ宇佐の宝「発掘された文化財」
　　　　6 月 16 日（土）〜 7月 16 日（月）

宇佐市美術協会作品展
　　　　　6 月 1 日（金）〜 7月 31 日（火）

近世文書を読む会　　7月 10 日（火）
中世文書を読む会　　7月 24 日（火）

＊いずれも 14:00 〜 15:30

７月 14 日（土）13:30 〜 15:30

７月 21 日（土）13:30 〜 15:00

「旅愁」を読む　223
7 月 28 日（土）14:00 〜 16:00

＊一階・視聴覚ホールでビデオや DVD などを使って
上映しています（無料）。

＊２階研修室で開催しています。＊参加は自由です（無料 ）。

＊いずれも上映は 14:00 からです。

1 日 上映会「清左衛門残日録　第五集」 14:00 ～ 16:30
2 月 休館日  　
3 火 ほんの森号　①長峰小　②天津小　③小峰団地

ほんの夢号　①南院内小　②安心院小　　
4 水 ほんの森号　①北馬城小　②宇佐小　③渚団地　
5 木 ほんの森号　①西馬城小　②高家小　③四日市コミュニティー

ほんの夢号　①深見小　②津房小
6 金
7 土 おはなし会「おはなしあのね」　11：00 ～ 11：30　

上映会「ヘンゼルとグレーテル」 14:00 ～ 14:50
8 日 上映会

「ボーイ・ソプラノ　ただひとつの歌声」 14:00 ～ 15:43
9 月 休館日  　

10 火 近世文書を読む会 14：00 ～ 15：30
ほんの森号　①横山小　②八幡小　
ほんの夢号　①佐田小　②院内北部小

11 水 ほんの森号　①封戸小　②和間小　③長洲公民館
12 木 ほんの森号　①糸口小　②豊川小　③貴船団地　　

ほんの夢号　①上院内小　②院内中部小
13 金 開館時間　1時間延長（19時まで開館）

ほんの森号　②長洲小
14 土 平家物語を面白く読む会 13：30 ～ 15：30

上映会「かいけつゾロリ　12」 14:00 ～ 15:15
15 日 上映会「おさんの恋」 14:00 ～ 15:54
16 月 上映会「ワイルドライフ」 14:00 ～ 14:59
17 火 休館日  　
18 水 休館日  　
19 木 ほんの森号　①西馬城小　②高家小　③四日市コミュニティー
20 金
21 土 宇佐おもしろ歴史文化講座 13：30 ～ 15：00

上映会「不思議の国のハローキティ」 14:00 ～ 14:40
22 日 図書館友の会　平和朗読会 10:30 ～ 12:00

上映会「ＨＡＮＡ - ＢＩ」 14:00 ～ 15:58
23 月 休館日  　
24 火 中世文書を読む会 14：00 ～ 15：30

ほんの森号　①長峰小　②天津小　③小峰団地
ほんの夢号　①南院内小　②安心院小　　

25 水 おはなし会「もういいかい」 11：00 ～ 11：30　
ほんの森号　①北馬城小　②宇佐小　③渚団地　
ほんの夢号　①深見小　②津房小
上映会「メジャー　ＭＡＪＯＲ　１」 14:00 ～ 14:50

26 木 休館日　（月末図書整理日・毎月最終木曜日）
27 金 開館時間　1時間延長（19時まで開館）
28 土 おはなし会「図書館職員」 11:00 ～ 11:30　

続・横光利一を読む会 14:00 ～ 16:00
上映会「キングダム　十八」 14:00 ～ 14:51

29 日 上映会「男たち不屈のドラマ　瀬戸大橋」 14:00 ～ 14:43
30 月 休館日  　
31 火

7 日 （土）「ヘンゼルとグレーテル」
～世界名作アニメーション～ 50 分

14 日（土）「かいけつゾロリ　12」
『ちかいのホームラン』など 3作 75 分

21 日（土）「不思議の国のハローキティ」
～サンリオピューロランドコレクション～ 40 分

25 日（水）「メジャー MAJOR １」
「吾郎の夢、おとさんの夢」など 2作 50 分

28 日（土）「キングダム　十八」
『真打ち』『総大将　見える』51 分

1 日 （日）「清左衛門残日録　第五集」
出演：仲代達矢、南果歩、赤羽秀之
　　　～NHKドラマ～

150 分

8 日 （日）「ボーイ・ソプラノ
　ただひとつの歌声」

出演 /ダスティン・ホフマン　2014 年　 103 分

15 日（日）「おさんの恋」
出演：太地喜和子、滝田栄～NHKドラマ～ 114 分

16 日（月）「ワイルドライフ」
世界自然遺産　小笠原諸島
　　　～NHKドキュメンタリー～

59 分

22 日（日）「ＨＡＮＡ - ＢＩ」
出演：ビートたけし、岸本加世子、大杉漣
　　　1997 年

118 分

29 日（日）「男たち不屈のドラマ 瀬戸大橋」
～NHK　プロジェクト X　挑戦者たち～ 43 分


